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市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3－① 　陸上競技場改修事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（１）－イ

「スポーツアイランド沖縄」の形
成

担当部課名 　教育委員会　社会教育課
事業実施

（予定）年度
平成24年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容 　住民の健康づくりやトップアスリート等による利活用を促進するため、名護市陸上競技場の改修整備によりスポーツ環境の強化を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 157,620 －

(b)予算現額 157,590 －

(c)増減額(b-a) ▲ 30 －

(d)繰越額 － 23,209

A．計(b+d) 157,590 23,209

B．執行済額 134,381 22,801

うち交付金充当額 107,505 18,241

次年度繰越額 23,209 0

執行率（％）(B/A) 85.3% 98.2%

予算の状況の説明

　日本陸連公認検定前の事前指導料の発生に伴い、検定員の派遣費用分30千円の支払いが生じたため、予算から流
用して支出した。（流用分は交付対象外であるため、市単独費での対応とした。）
　有識者による事前調査により、公認基準を満たしていない箇所の修正に加え、新規格の備品整備が必要であることが
判明した。備品購入に際し、既存備品の計量作業や新規格の確認作業などで不測の時間を要したため23,209千円を繰
越する必要が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

陸上競技場の走路及びインフィールドのウ
レタン補修の実施

目　標 補修の実施

実　績
補修の実施

公認に必要な備品購入

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　陸上競技場の走路及びインフィールドウレタン補修を実施するとともに、陸上競技場公認検定に必要な備品購入を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

陸上競技場の走路及びインフィールドウレ
タン補修の実施

目　標 － 補修の実施

実　績
補修の実施

公認に必要な
備品購入

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　陸上競技場の走路及びインフィールドウレタン補修を完了した。また日本陸上競技連盟第3種公認の継続認定に必要な陸上競技器具
も購入し、県レベルの大会の開催やトップアスリートの合宿等で活用できる施設として環境が改善された。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　県レベルの大会の開催やトップアスリートの合宿等を誘致するための取組
を行うとともに、住民のスポーツ活動における施設の利活用についても促す
必要がある。

　スポーツ合宿等の誘致や市民スポーツの推進を図るために、県内外への
PR活動を行う必要がある。

今後の取り組み方針

　市が実施するスポーツ合宿等支援の助成金制度を活用して、県外からのスポーツ合宿等の誘致を行うとともに、市民スポーツ大会等の開催や住民の施設利用
を促すことで、住民の健康増進を図り、施設利用の推進に取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

157,182 157,182 125,746 31,436

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○工事請負業者等は入札方式により適正に選定しており、
妥当であったと考えている。

○予算規模・費目・使途については事業目的達成のために
必要であり、又適正であったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

157,182千円

工事請負費

134,380千円

(株)屋部土建

134,380千円

備品購入費

22,371千円

(有)図書教材

11,850千円

需用費

431千円

名護スポーツ

店10,521千円

名護市陸上競技場改修工事

名護市陸上競技場備品購入（円盤・ハンマー投用
囲い一式及び棒高跳用備品一式）

名護市陸上競技場備品購入（円盤、ハンマー、やり
等の競技用備品及びスターター用拡声装置等陸上
競技場公認検定に係る陸上競技備品一式）

名護スポーツ

店431千円
陸上競技場消耗品購入
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市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－① 　農産物６次産業化支援拠点施設整備事業（アグリパーク） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－キ

フロンティア型農林水産業の振
興

担当部課名 　産業部　農政畜産課
事業実施

（予定）年度
平成24～26年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容
　名護市の農家所得の減少、就農者数の減少、農産物全体の粗生産額の著しい低下等の課題解決を目的に、６次産業化と観光とを融合したア
グリパークを整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 658,738 －

(b)予算現額 692,054 －

(c)増減額(b-a) 33,316 －

(d)繰越額 － 688,173

A．計(b+d) 692,054 688,173

B．執行済額 3,881 669,068

うち交付金充当額 3,104 535,255

次年度繰越額 688,173

執行率（％）(B/A) 0.6% 97.2%

予算の状況の説明

　本施設のインキュベート室には、市内で６次産業化に取組んでいる農業生産法人等が入居予定である。当該法人等が入居にあ
たって施設に求める機能が多々あり、その中には特殊な機器等も含まれていた。しかし、インキュベート施設という性質上、後年の利
用も踏まえた汎用性を確保する必要があるため、入居予定企業が求める機能と汎用性を確保する必要があり、機器等の選定に時
間を要した。結果として機器設置に伴う部屋割、水道配管、電源位置決定等の建築設計に係る部分に遅れが生じた。設計段階にお
いて、細部の調整等に予定以上に時間を要したため繰越となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

拠点施設敷地造成設計、拠点施設設計、
土質調査等の実施

目　標
施設設計、敷地
造成設計、土質
調査、磁気探査

実　績
各種設計業務、調査
業務の実施、完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　施設設計委託業務、敷地造成設計委託業務、土質調査委託業務、磁気探査業務、資材単価調査業務を実施し、完了する
ことが出来た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

農産物６次産業化支援拠点施設の建設着
手

目　標 －
建築工

事、土木
工事

実　績
各種工事の着

手、完了

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　建築工事、電気設備工事、機械設備工事、外構整備工事（その１）、外構整備工事（その２）に着手し、平成２５年度中に完成した。加工
支援施設については、平成２６年６月から供用開始する。今後、本施設では、農業の６次産業化の推進に資する加工支援を行う。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　本事業では、設計業務に関連する機器（備品等）の選定において、入居企
業想定業務内容と汎用性の両方を確保するため、情報収集等の業務に予
定以上の時間を要した。

　備品選定においては、事業内容に精通した専門家を実施設計当初から確
保することで、事業執行の効率を上げることができる。方法としては、委託設
計業務の中に内容を含めて発注する、又は公共機関の支援団体等より協力
をいただくなどの工夫が必要である。

今後の取り組み方針

　今後の事業執行において、設計業務を円滑に進めるため、その進捗に大きく関与する機器（備品等）選定において、入居予定企業の希望と汎用性を確保するた
めには、機器の性能や能力等の情報に長けた専門家（加工機械であれば６次産業化プランナー等）を活用することで、機器決定までの時間短縮を図り、速やかな
事業執行を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

672,949 672,949 538,359 134,590

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇加工支援施設は、衛生度の高い施設とするため複雑な設計内
容となっており、その内容を建築工事に反映させるため、工事監理
委託業務は、設計業務を担当した業者と随意契約を締結した。
〇工事監理委託業務を除き、業者選定は指名競争入札で選定して
おり、妥当であったと考えている。
〇費目・使途に関して、いずれも事業目的達成のために必須であ
り、予算規模も額の確定時において確認し、適正であったと考えて
いる。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

672,949千円

委託費

58,976 千円

役務費

740 千円

株式会社ウイング総合設計 名護支店

3,371 千円

開発行為許可申請手数料
建築確認申請手数料

建築中間検査手数料
建築変更申請手数料

建築完了検査手数料
開発行為許可申請変更手数

名護市農産物６次産業化支援拠点施設土質調査委託業

株式会社KS設計室

12,519 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設設計委託業務

有現会社 一心土木設計事務所 名護支

店
名護市農産物６次産業化支援拠点施設敷地造成設計委託

有現会社 道建

7,553 千円

名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）磁気

探査

株式会社 KS設計室

7,560 千円

名護市農産物７次産業化支援拠点施設（加工施設）工事

監理

有限会社 大望エンジニアリング
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事現

場技術委託業務

宮本 一美

3,040 千円
名護市農産物７次産業化支援拠点施設（加工施設）技術

補助委託業務

一般財団法人 経済調査会 沖縄支部

358 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事

（その２）資材単価調査業務

工事請負費

514,929 千円

有限会社 マル井建設

197,534 千円

名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）建築

工事

株式会社 名護電水センター

有現会社 大翔電工 JV
77,341 千円

名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）電
気設備工事

合資会社 ヤナギ電設工業

73,181 千円

名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）機
械設備工事

株式会社 屋部土建

129,409 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事

（その１）

合資会社 近代土木

37,464 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事

（その２）

備品購入費

98,304 千円

ニッコー 株式会社

81,585 千円

農産物６次産業化支援拠点施設（６次産業化加工支援施設設備）

（※フードカッター、減圧式乾燥機、ショックフリーザ等 高度加工機

朝日株式会社

8,004 千円
農産物６次産業化支援拠点施設（６次産業化加工支援施設設備そ

の２）（※ガステーブル、冷蔵庫、電子レンジ等 一般加工機器類）

宮里家具店
農産物６次産業化支援拠点施設（６次産業化加工支援施設設備そ

の３）（※テーブル、カウンター等 木製備品類）

沖縄県

740千円
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市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－② 　（仮称）名護市青果等市場整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－イ

流通・販売・加工対策の強化

担当部課名 　産業部　商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成24年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容
　地域農産物の販路の確保、地産地消の推進による農家の所得の安定・向上及び地域農業の振興を目的に、市外・県外への安定した農産物の
供給体制を確立するための青果等市場を整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 182,340 －

(b)予算現額 182,340 －

(c)増減額(b-a) 0 －

(d)繰越額 － 104,633

A．計(b+d) 182,340 104,633

B．執行済額 77,707 104,208

うち交付金充当額 62,165 83,367

次年度繰越額 104,633 0

執行率（％）(B/A) 42.6% 99.6%

予算の状況の説明
　青果等市場の店舗面積や店舗配置等についての調整のため実施設計業務に不測の日数を要したため工事費にかか
る104,633千円を次年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

（仮称）名護市青果等市場の整備に係る土
質調査、実施設計、外構工事、建築工事、
機械工事、電気工事の実施

目　標

土質調査、実施設計、
外構工事、建築工事、
機械工事、電気工事
の実施

実　績
土質調査、実施設計、外
構工事、建築工事、機械
工事、電気工事の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　平成24年度に土質調査、実施設計、外構工事（その１）を実施し、平成25年9月末までに、外構工事（その２）、建築工事、機
械工事、電気工事を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

（仮称）名護市青果等市場の建設着手

目　標 0棟 1棟

実　績 1棟

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　平成25年度9月末で整備が完了し、平成25年12月から供用が開始され、地産地消や安心・安全な地域農産物の供給拠点として運営し
ている。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　名護市青果等市場の整備については、市場使用者や周辺住民、設計業者
と十分に議論したため問題ないが、市場使用者や周辺住民との協議におい
て、店舗配置や店舗面積についての調整に不測の日数を要し、年度を繰越
して事業を実施した。

　事業実施のための関係者との協議は重要であるが、関係者や委託業者と
密に連携し、契約期間を延長しないように、さらに努めなければならない。

今後の取り組み方針

　平成25年12月に供用開始している。
　今後は、名護市青果等市場使用者と連携しながら、市場管理に努め、地産地消や安心・安全な地域農産物の供給拠点として運営していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

181,915 181,915 145,532 36,383

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○納入業者は指名競争入札により選定しており、妥当であっ
たと考えている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

181,915千円

役務費

149千円

委託費

15,289千円

工事請負費

166,477千円

HIRO設計
8,893千円
3,675千円

（株）新測量設計
2,324千円

（有）大望エンジニアリング
397千円

(有)サンコウ
11,940千円
8,442千円

(株)武国建設
92,314千円

(有)仲程電工
34,983千円

(有)友屋工業
18,798千円

（仮称）名護市青果等市場設計委託業務

（仮称）名護市青果等市場工事監理委託業

（仮称）名護市青果等市場土質調査委託業務

（仮称）名護市青果等市場外構工事（その

１）

（仮称）名護市青果等市場電気工事

（仮称）名護市青果等市場建築工事

（仮称）名護市青果等市場機械工事

（仮称）名護市青果等市場磁気探査委託業務

建築確認申請手数料

中間検査申請手数料

完了検査申請手数料

沖縄県
149千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－③ 　羽地地域直売加工施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－イ

流通・販売・加工対策の強化

担当部課名 　産業部　農政畜産課
事業実施

（予定）年度
平成24～25年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容
　羽地地域に農産物、畜産物、水産物等の直売加工施設を整備し、生産者の所得向上及び生産意欲向上による担い手の確保や新規雇用効果
により、同地域の経済・産業の活性化を促進する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 24,152 －

(b)予算現額 24,152 －

(c)増減額(b-a) 0 －

(d)繰越額 － 24,152

A．計(b+d) 24,152 24,152

B．執行済額 0 23,634

うち交付金充当額 0 18,907

次年度繰越額 24,152 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 97.9%

予算の状況の説明
　当事業区域にかかる保安林帯の解除及び開発申請許可手続きを行う際の関係機関との調整に不測の日数を要した
ため、繰り越しを行った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

羽地地域直売加工施設の実施設計の実施

目　標
建築実施設計、
造成設計、磁気
探査の実施

実　績
建築実施設計、造成
設計、磁気探査の実
施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　平成24年度に建築実施設計及び造成設計は発注していたが、当事業区域にかかる保安林帯の解除及び開発申請許可手
続きを行う際の関係機関との調整に不測の日数を要したため、繰り越しを行い、平成25年度中に完了させた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

羽地地域直売加工施設の実施設計の実施

目　標 －
建築実施設計、
造成設計、磁気

探査の実施

実　績
建築実施設計、造
成設計、磁気探査

の実施

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　平成24年度に建築実施設計及び造成設計は発注していたが、当事業区域にかかる保安林帯の解除及び開発申請許可手続きを行う
際の関係機関との調整に不測の日数を要したため、繰り越しを行ったが、平成25年度当初で終えることが出来た。平成26年度中の完成
に向けて関係機関との連携を図っていく。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　当事業区域にかかる保安林帯の解除及び開発申請許可手続きを行う際の
関係機関との調整に不測の日数を要した。

　関係機関との調整を密に行い、計画的な事業の執行に努める。また、部署
間をまたがり事業を実施するため、庁内横断的な連携を図る必要がある

今後の取り組み方針

　関係機関との調整を密に行うとともに、庁内横断的な連携を図り、H26年度中の完成に向けて、円滑な事業の執行を行う

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

23,634 23,634 18,907 4,727

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○本市の委託先選定のプロセスを忠実に実施した上での受
託者選定をしており、妥当であったと考える。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

23,634千円

エス・エヌ・ジー デザイン
11,888千円

羽地地域直売加工施設
敷地造成設計委託業務

羽地地域直売加工施設
建築設計委託業務

委託料

23,634千円

株式会社
翔エンジニアリング

8,880千円

羽地地域直売加工施設
水平磁気探査委託業務

株式会社
アースプラン
2,866千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5－② 　二見以北４小学校跡地等利用事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（７）－イ

交流と共創による農山漁村の活
性化

担当部課名 　企画部　企画調整課
事業実施

（予定）年度
平成24～26年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
　閉校となった二見以北４小学校を体験・交流施設等として利活用するため、危険性の高い施設を除去し、跡利用の推進に必要な環境整備を行
うとともに、学校跡地周辺の地域資源を活用した地元主体の観光基盤整備及び地域づくりに必要な備品等を購入する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 27,867 －

(b)予算現額 27,867 －

(c)増減額(b-a) 0 －

(d)繰越額 － 22,406

A．計(b+d) 27,867 22,406

B．執行済額 5,461 8,059

うち交付金充当額 4,369 6,447

次年度繰越額 22,406

執行率（％）(B/A) 19.6% 36.0%

予算の状況の説明
　入札不調や契約業者の倒産等の不測の事態が発生したことにより、一部予定した事業に着手できなかったため不用
額が生じた。
　跡地利用において、活用を見込まない建物を新たに解体の対象とする調整に期間を要したため繰越となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

小学校跡利用に向けた環境整備
・解体設計
・解体工事
・便益施設実施設計
・便益施設建築工事
・備品購入

目　標

解体設計、解体工事、
便益施設実施設計、
便益施設建築工事、
備品購入

実　績 解体設計、解体工事

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　入札不調や契約業者の倒産等の不測の事態が発生したことにより、一部予定した事業に着手できなかったものの、平成２
６年度で事業が全て完了し目標達成となる見込みである。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

危険施設の解体工事の着手

目　標 －
解体工事
の着手

実　績 解体工事の完了

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　入札不調や契約業者の倒産等の不測の事態が発生したことにより、一部予定した事業に着手できなかったものの、平成２６年度で事
業が全て完了し目標達成となる見込みである。事業完了後は、海洋生物の調査研究や観光資源を生かした体験学習施設として跡利用
が促進される。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　入札不調や契約業者の倒産等により事業に遅れが生じた。

　建設業者の人手不足による入札不調については全国的に発生した問題で
あり、また、契約業者の倒産についても、予見することは困難なものであっ
た。これらは外部環境の変化に起因するものであるが、予見不能な事態にも
備えた事業執行の必要がある。

今後の取り組み方針

　今回のように事前に予見することのできない問題が発生することもあり、そのような場合でも時間的余裕があればその対応策を講じることが可能な場合もあるこ
とから、時間的余裕を確保するために事業の早期発注に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

13,520 13,520 10,816 2,704

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○規定等に基づいて適正に契約事務を行っており契約業者
の選定については妥当である。
○目的を達成するための必要な委託料や工事費であり使途
については妥当である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

13,520千円

委託料

3,611千円

(株)興設計

1,246千円

(有)合同事務所碧

1,102千円

比嘉一級建築設計事務所

990千円

(有)環境空間

273千円

(有)ナザキ開発

4,216千円

幸男組

3,118千円

(株)丸信

2,562千円

役務費

13千円

工事請負費

9,896千円

屋内運動場、屋外トイレの解体
に係る設計委託業務

屋外トイレの建築設計委託業
務

管理棟の解体に係る設計委託
業務

屋外トイレの設備工事に係る
施工監理委託業務

屋内運動場、屋外トイレの解体
工事

管理棟の解体工事

屋外トイレの設備工事

建築確認申請手数料
沖縄県

13千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5－④ 　轟の滝周辺整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第５章－３－（１）－イ

圏域の特色を生かした産業の振
興

担当部課名 　建設部　都市計画課
事業実施

（予定）年度
平成24～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
　貴重な文化財である轟の滝の豊かな自然環境を保全・活用し、やすらぎと潤いある自然空間の実現に向けた整備を行い、魅力ある観光スポッ
トとして、まちの活性化、観光振興に繋げる。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 19,610 －

(b)予算現額 19,610 －

(c)増減額(b-a) 0 －

(d)繰越額 － 19,155

A．計(b+d) 19,610 19,155

B．執行済額 455 19,154

うち交付金充当額 364 15,316

次年度繰越額 19,155 0

執行率（％）(B/A) 2.3% 100.0%

予算の状況の説明
　文化財保護法、自然保護法等についての関係機関との協議・許認可に不測の日数を要したため、繰越を行うことと
なったが、事業は適正に執行された。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

・轟の滝周辺整備の実施設計の実施
・用地測量
・事業認定申請

目　標

・轟の滝周辺整備
の実施設計の実施
・用地測量
・事業認定申請

実　績

・轟の滝周辺整備の実施
設計の実施
・轟の滝不動産鑑定業務
の実施
・轟の滝周辺整備休養施
設設計の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　実施設計業務を行う中で、　文化財保護法、自然保護法等についての関係機関との協議・許認可に不測の日数を要したた
め、事業進捗に遅れが生じた。そのようなことから、用地測量及び事業認定申請については、事業進捗を考慮し実施を見送
ることとなった。
　また、成果目標に掲げていなかったが、不動産鑑定業務及び、休養施設設計を実施し、事業進捗を図った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

・轟の滝周辺整備の実施設計の実施
・用地測量
・事業認定申請

目　標 －

実施設計、用
地測量、事業
認定申請の実
施

実　績
実施設計、不動産
鑑定、休養施設設
計の実施

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　実施設計業務を行う中で、　文化財保護法、自然保護法等についての関係機関との協議・許認可に不測の日数を要したため、事業進
捗に遅れが生じた。当該事業における実施設計の完了に伴い、事業区域が確定し、不動産鑑定業務により事業用地の不動産価格が設
定された。次年度は、事業用地の取得及び物件補償に向け事業の進捗を図っていく。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　当該区域が沖縄県文化財指定区域及び自然公園の第二種特別地域等に
指定されていることから、実施設計を行うにあたり関係機関との協議、許認
可に不測の日数を要し、翌年度への繰越を行うこととなった。

　当該事業の各活動指標においての関連機関との協議や、地権者との交渉
等、調整相手との取組を密にし、確実に事業の進捗を図っていけるよう努め
る。

今後の取り組み方針

　平成25、26年度：用地測量、用地取得、補償設計、物件補償、施設設計（便益施設、管理施設）
　・事業用地内5地権者中4地権者が複数の事業用地を所有していること、複数の用地に共同担保として抵当権が設定されていること、租税特別措置法に基づく
所得税控除のため単年度内での用地取得の必要があるため平成25、26年度予算にて当該地権者の用地の一括購入を行う。また同地権者における物件補償を
行う。
　・便所及び管理棟の施設設計を行う。
平成27、28年度：用地取得、周辺整備
　・事業用地内の5地権者中1地権者について、用地取得を行う。
　・周辺整備を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

19,609 19,600 15,680 3,920 9

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託事業者は指名競争入札及び随意契約（予定価格が
限度額以内であるため適用）により適正に選定及び執行さ
れたと考えている。
○予算規模・費目・使途については事業目的達成のために
必要であり、適正であったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

知念建築設計事務所
285千円

委託料
19,600千円

名護市
19,600千円

国際技建 (有)
18,860千円

（株） 琉球総合鑑定
455千円

轟の滝不動産鑑定業務委託

轟の滝周辺整備実施設計委託業務

轟の滝周辺整備休養設計委託業務



( ） （ ） （ ） （ ）
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5－⑥ 　名護さくらのまち推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第５章－３－（１）－イ

圏域の特色を生かした産業の振
興

担当部課名
　産業部　農林水産課
　建設部　建設土木課

事業実施
（予定）年度

平成24～25年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（１）

事業内容
　名護さくら祭り会場となる名護城（ナングスク）及びその近隣の緑道並びに観光資源となっている勝山（安和岳、嘉津宇岳、八重岳）へのアクセ
ス道路に桜を植樹し、桜であふれる景観づくりを行い観光資源として活用する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 28,637 －

(b)予算現額 28,637 －

(c)増減額(b-a) 0 －

(d)繰越額 － 25,592

A．計(b+d) 28,637 25,592

B．執行済額 3,045 25,407

うち交付金充当額 2,436 20,325

次年度繰越額 25,592 0

執行率（％）(B/A) 10.6% 99.3%

予算の状況の説明
　事業対象とする候補地の選定にあたり、有識者からの意見があり、その調整に不足の日数を要したこと、また、さくらの
移植適正期間が11月～1月となっており、当該年度の移植適正期間を過ぎてしまったため、次年度の移植適正期間に植
樹を行う必要があることから25,592千円を繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

桜の植栽整備地区

目　標 ３地区

実　績 ３地区

名護城跡地周辺の桜400本の健康度調査

目　標
健康度調査

桜400本

実　績
健康度調査

桜402本

達
成
状
況
説
明

　当初の目標どおり、名護城跡地周辺のさくらの健康度調査を行った。調査結果については下記のとおり衰退度Ⅲの不良が
最も多く(168本:41%)、4割以上を占めた。衰退度Ⅳの著しく不良(63本:16%)、衰退度Ⅴの枯死寸前(7本:2%)を加えると6割を占
め、調査対象地区のカンヒザクラは生育状況が悪化していると考えられる。
・調査本数４０２本　５段階評価
Ⅰ（良）：２０本　Ⅱ（やや不良）：１４４本　Ⅲ（不良）：１６８本　Ⅳ（著しく衰退）：６３本　Ⅴ（枯死寸前）：７本
　また、名護市の九年又緑道、屋部川緑道、市道勝山線沿いの３地区にカンヒザクラの植栽を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

・桜の植栽整備地区
・名護城跡地周辺の桜400本の健康度調査

目　標 －
３地区

健康度調査
桜400本

実　績
３地区

健康度調査
桜402本

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　調査した結果、調査対象地区のカンヒザクラは生育状況が悪化していると考えられるため、その対処方法（治療方法）として、「縦穴式
土壌改良工」を次年度実施し、さくらの開花促進を行う。
　また、名護市の九年又緑道、屋部川緑道、市道勝山線沿いの３地区にカンヒザクラの植栽を行い、観光資源としての活用を図ってい
く。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　健康度調査については、当初の計画どおり実施することができた。
　植樹については、さくらの移植適正期間が11月～１月となっているが、カン
ヒザクラの苗畑検収において、前年度の台風被害等により良質苗木の確保
に時間を要したことから、当該年度の移植適正期間を過ぎてしまい、次年度
の移植適正期間に植樹を行うため繰越を行った。

　健康度調査の結果を踏まえた適切な対応が必要である。
　また、植樹については、さくらの移植適正期間が１１月～１月となっているこ
とから、計画的な苗木の確保と植栽工事の発注が必要である。

今後の取り組み方針

　健康度調査の結果、調査対象地区のカンヒザクラは生育状況が悪化していると考えられるため、その対処方法（治療方法）として、「縦穴式土壌改良工」を行い
さくらの開花促進を行う。
　また、植栽した３地区のカンヒザクラの生育状況を確認し維持管理を行い、桜であふれる景観づくりを行い観光資源として活用できる環境を維持する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

28,452 28,452 22,761 5,691

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇名護市建設工事等請負業者指名選定基準に則り指名競
争入札により委託業者、請負業者を決定している。
〇委託業務及び植栽工事ともに清算のため変更契約を行っ
ている事から適正な予算規模の事業となっている。
〇直接関係する受益者は無し。
〇ヒカンザクラの植栽及び健康度調査のために必要な使途
となっている。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市
28,452千円

委託料
5,565千円

(有)名桜土質測量設計
2,520千円

名護さくらのまち推進事業測量業
務委託

工事費
22,887千円

(株)仲嶺造園土木
8,440千円

(有)仲本造園土木
8,900千円

(有)丸喜緑化
5,547千円

名護さくらのまち推進事業植栽工
事（Ⅰ工区）（九年又緑道）

名護さくらのまち推進事業植栽工
事（Ⅱ工区）（市道勝山線沿い）

名護さくらのまち推進事業植栽工
事（Ⅲ工区）（屋部川緑道）

㈱沖縄環境分析センター
3,045千円

さくら健康度調査委託業務
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市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5－⑦ 　２１世紀の森公園等機能強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第５章－３－（１）－イ

圏域の特色を生かした産業の振
興

担当部課名 　総務部　財産管理課
事業実施

（予定）年度
平成24年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
　多くの市民・観光客が利用する２１世紀の森公園施設の機能強化による利便性・安全性の向上を図るとともに公園の美化・緑化を推進し、本市
の観光振興を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 37,104 －

(b)予算現額 37,104 －

(c)増減額(b-a) 0 －

(d)繰越額 － 37,104

A．計(b+d) 37,104 37,104

B．執行済額 0 29,173

うち交付金充当額 0 12,503

次年度繰越額 37,104 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 78.6%

予算の状況の説明
　規格の選定にあたり、観光事業者等から温水対応の要望があり、その調整に不足の日数を要した。また、設備が受注
生産であり、業者の受注状況により当初の予定より期間を要したため、繰越となった。
　不要額7,931千円は、工事及び備品購入の指名競争入札による節減であり、事業は適正に執行された。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

・コイン式シャワーユニット設置
・ハブクラゲ防止ネット設置
・乗用草刈り機購入
・高所作業車両購入
・特殊車両（ユニック車）購入

目　標

・コイン式シャワーユ
ニット設置
・ハブクラゲ防止ネット
設置
・乗用草刈り機購入
・高所作業車両購入
・特殊車両（ユニック
車）購入

実　績

・コイン式シャワーユニット設置
・ハブクラゲ防止ネット設置

・乗用草刈り機購入
・高所作業車両購入

・特殊車両（ユニック車）購入

実　績

達
成
状
況
説
明

　公園機能の強化のため、コイン式シャワーユニット設置、ハブクラゲ防止ネット購入、乗用草刈り機購入、高所作業車購入、
トラック架装クレーン購入を実施した。

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度

・コイン式シャワーユ
ニット設置
・ハブクラゲ防止ネット
設置
・乗用草刈り機購入
・高所作業車両購入
・特殊車両（ユニック車）
購入

目標値
（　年度）

・コイン式シャワーユニット設置
・ハブクラゲ防止ネット設置

・乗用草刈り機購入
・高所作業車両購入

・特殊車両（ユニック車）購入

目　標 －

・コイン式シャ
ワーユニット
設置
・ハブクラゲ防
止ネット設置
・乗用草刈り
機購入
・高所作業車
両購入
・特殊車両（ユ
ニック車）購入

進
捗
状
況
説
明

　コイン式シャワーユニット設置、ハブクラゲ防止ネット購入、乗用草刈り機購入、高所作業車購入、トラック架装クレーン購入により、２１
世紀の森公園施設の機能強化と利便性・安全性の向上が図られ、公園の美化・緑化を推進することで本市の観光振興につなげる。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

25年度 26年度



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　関係者や業者との調整により予算を繰越したが、当初の目的どおり、必要
な機器類の設置、購入を行い、作業効率や利便性が向上した。今後は、長
期的に機能を維持する必要がある。

　設置した機器類を効果的に活用するためには、定期的なメンテナンスが必
要である。

今後の取り組み方針

　設置及び購入した機器類を効果的かつ長期的に活用するため、専門業者のメンテナンス等を定期的に行い公園の機能強化を図り、本市の観光振興へとつな
げる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

29,173 29,173 12,503 16,670

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○備品購入について、すべて指名競争入札を採用したこと
から、想定以上の経費を削減した結果となった。
○21世紀の森公園の機能強化事業として、最優先に必要と
した5項目の案件である。
○費目・使途について、事業目的に基づき関係書類を確認、
適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

29,173千円

有限会社
キャプテンリゾート

1,869千円

乗用３連ロータリーモアＧＴ142
（乗用芝刈機）

物品購入
（ハブクラゲ侵入防止ネット）

備品購入費

19,356千円

株式会社 くみき
1,552千円

物品購入（高所作業車）
沖縄日野自動車

株式会社
9,975千円

工事費

9,817千円

沖縄日野自動車
株式会社
5,960千円

２１世紀の森便益施設
シャワーユニット改修工事

株式会社
名護電水センター

9,817千円

物品購入（トラック架装クレーン）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

8 　名護市自転車まちづくり推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（３）－ウ

低炭素都市づくりの推進

担当部課名 　建設部　建設土木課
事業実施

（予定）年度
平成24～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－10－（１）

事業内容
　温室効果ガスの排出削減による低炭素社会の構築を目指し、良好な「環境」の創出に寄与する「自転車まちづくり」を推進するため、自転車の
モデルレーン（自転車指導レーン）整備を実施する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 40,010 －

(b)予算現額 40,010 －

(c)増減額(b-a) 0 －

(d)繰越額 － 24,347

A．計(b+d) 40,010 24,347

B．執行済額 15,663 23,803

うち交付金充当額 12,530 19,043

次年度繰越額 24,347 0

執行率（％）(B/A) 39.1% 97.8%

予算の状況の説明
　自転車通行帯設計にあたり、警察と交差点部分の調整に不足の日数を要したため、24,347千円繰越となったが、当初
の予定通り自転車指導レーンの整備を行い完了した。執行残の543千円は不要額として処理した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

自転車指導レーンの整備

目　標 1,120m

実　績 1,120m

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　自転車指導レーン（モデルレーン）の整備が一部完了したことで、市民の自転車交通秩序に対する意識の向上に寄与する
等、「自転車まちづくり」を推進した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

自転車指導レーンの整備

目　標 0 1,120m

実　績 1,120m

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　自転車指導レーンの整備延長進捗率14％が達成された。今後も「自転車のまちづくり」推進のため、自転車指導レーンの整備延長を実
施する。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　自転車指導レーンに一時停車する車両などが見受けれられるので、自転
車と交錯した場合、自転車のスムーズな通行を妨げる原因になる。

　関係行政機関や地域とも連携しながら、自転車指導レーンに自動車が停車
しない仕組みの検討が必要。

今後の取り組み方針

　「自転車のまちづくり」推進のため、名護市自転車ネットワーク基盤整備に向けて引き続き整備を行うとともに、関係行政機関や地域と連携し自転車指導レーン
の効果的な活用を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

39,466 39,466 31,573 7,893

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
〇委託業者等は指名競争入札により決定しており妥当で
あったと考えている。
〇費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
ものなのか等について額の確定時において支出等に関する
書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

39,466千円

株式会社
翔エンジニアリング北部支

社
2,168千円

市道名護中央線自転車通行帯実施設計業務
委託

委託費

2,168千円

工事費

37,298千円
市道名護中央線自転車通行帯整備工事

有限会社ナザキ開発

37,298千円


